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現地視察全体工程 第３回斐伊川河川整備懇談会

図番号 時間 場所 滞在時間 図番号 時間 場所 滞在時間

① 9:00 松江市役所 ⑥ 13:15 境港市 渡漁港 30分

（移動） 30分 （移動） 40分

② 9:30 宍道湖なぎさ公園 15分 ⑦ 14:25 米子市 崎津漁港 15分

（移動） 50分 （移動） 5分

③ 10:35 大橋川（第2乗船場～馬潟港） 60分 ⑧ 14:45 米子市大崎箇所 15分

（移動） 15分 （移動） 15分

④ 11:50 松江市 本庄箇所 15分 ⑨ 15:15 国際ファミリープラザ（15:30より会議） 1時間程度

（移動） 20分 （移動） 30分

⑤ 12:25 昼食 40分 ① 17:00 松江市役所

（移動） 10分
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斐伊川流域の概要 第３回斐伊川河川整備懇談会

流域面積(集水面積)  :

 

2,540km2

上島地点上流

 

：

 

895km2

 

(斐伊川流域の約43%)
馬木地点上流

 

：

 

437km2（神戸川流域の約93%）
幹川流路延長

 

：

 

153km
流域内人口

 

：

 

約

 

51万人

 

（鳥取・島根両県の人口約137万人の約4割）
想定氾濫区域面積

 

：

 

約240km2

想定氾濫区域人口

 

：

 

約

 

23万人

流域及び氾濫域の諸元

・年平均降水量は

 

約1,900mmと全国

 

平均（約1,700mm）

 

の約1.1倍程度
・山地部では

 

2,000mmを

 

越える
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基準地点
馬木(神戸川)

志津見ダム(建設中)

基準地点
上島(斐伊川)

斐伊川の特性

神戸川

斐伊川日
本
海

：破堤箇所
：浸水範囲

神戸川

斐伊川日
本
海

：破堤箇所
：浸水範囲
：破堤箇所
：浸水範囲

出雲空港の浸水状況(斐川町)

市街地浸水状況（松江市東本町）

・宍道湖は水位観測開始以降2番目の水位を記録
・宍道湖西岸では堤防整備が進んでいたため、浸水が大幅に減少
・大橋川沿いの松江市において2日間わたって浸水し、甚大な被害が発生

・中流部の3箇所で破堤し、甚大な被害が発生

249戸床上浸水

1,211戸床下浸水

12戸家屋全半壊

2,400m3/s（上島地点）流量

洪水被害状況

249戸床上浸水

1,211戸床下浸水

12戸家屋全半壊

2,400m3/s（上島地点）流量

洪水被害状況

271戸床上浸水

1,009戸床下浸水

15戸家屋全半壊

1,400m3/s（馬木地点）流量

洪水被害状況

271戸床上浸水

1,009戸床下浸水

15戸家屋全半壊

1,400m3/s（馬木地点）流量

洪水被害状況

48戸床下浸水

122戸床上浸水

3名死 者

1,600m3/s（馬木地点）流量

洪水被害状況

48戸床下浸水

122戸床上浸水

3名死 者

1,600m3/s（馬木地点）流量

洪水被害状況

・中流部・下流部で越水により甚大な被害が発生

市街地浸水状況（松江市朝日町）市街地浸水状況（松江市朝日町）

神戸川の増水・氾濫状況（出雲市馬木町）

・戦後最大規模の洪水
・宍道湖西岸では1箇所破堤し、出雲空港が浸水し10日間閉鎖
・下流部松江市においても一週間にわたって浸水し、甚大な被害が発生

▼被災水位

浸水深：H=0.8m

▼被災水位

浸水深：H=0.8m

▼被災水位

浸水深：H=1.2m
出雲市所原町

▼被災水位

浸水深：H=1.2m
出雲市所原町

宍道湖

斐伊川 ：浸水範囲

◎
県庁

宍道湖

斐伊川 ：浸水範囲：浸水範囲

◎◎
県庁

斐
伊
川
の
主
な
洪
水
被
害

神
戸
川
の
主
な
洪
水
被
害

昭和47年7月洪水（前線）

昭和47年7月洪水（前線） 平成18年7月洪水（前線）

神戸川

斐伊川日
本
海

：浸水範囲

神戸川

斐伊川日
本
海

：浸水範囲：浸水範囲

宍道湖

斐伊川

：破堤箇所
：浸水範囲
：破堤箇所
：浸水範囲

◎

県庁

7,789戸床上浸水

17,164戸床下浸水

114戸家屋全半壊

2,400m3/s（大津地点）流量

洪水被害状況

7,789戸床上浸水

17,164戸床下浸水

114戸家屋全半壊

2,400m3/s（大津地点）流量

洪水被害状況

平成18年7月洪水（前線）

主な洪水

・斐伊川本川は、典型的な天井川となっており、堤内地

 

盤高に対して、河床高が3～4m程度と高い位置にある
・下流には出雲市街地等を抱え、一度氾濫すると甚大

 

な被害が発生
・宍道湖から美保湾までの河床勾配はほぼ水平で、大

 

橋川の洪水は宍道湖と中海の水位差により流れる
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治水計画の経緯 第３回斐伊川河川整備懇談会

治水対策に関する基本的な考え方

①

 

斐伊川、神戸川、大橋川及び宍道湖・中海における沿川状況等の社会的条件、河道状況等の技術的条件、

 

経済性及びこれまでの経緯等を総合的に勘案して、上流部、中流部、下流部、湖部の流域全体で治水を負

 

担することとしている

②

 

洪水時の宍道湖の水位上昇を低減するために、宍道湖への流入量を抑制するとともに、宍道湖からの流出

 

量を確保する。宍道湖の水位は、流出入総量（ボリューム）に大きく影響を受けるため、この点を踏まえた抜

 

本的な対策を実施する。また、斐伊川と神戸川の洪水時の水位を低減させるために、洪水調節を行う

・上流部で尾原ダム及び志津見ダムを整備
・中・下流部で斐伊川から神戸川に洪水の一部を分流する斐伊川放水路を整備
・湖部で大橋川の改修と宍道湖・中海の湖岸堤を整備

日本海

（美保湾）

（大社湾）

神西湖

奥出雲町

安来市

雲南市

飯南町

出雲市

松江市

斐川町

東出雲町

境港市

米子市

大田市

神戸川
流域面積471km2

上島基準点（高水）

馬木基準点（高水）

H.P.+2.50m

佐
陀
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斐伊川
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2,000
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斐伊川
流域面積2,070km2
斐伊川
流域面積2,070km2

① 斐伊川放水路の整備

•宍道湖への洪水の流入量を減らすため、斐伊川から
神戸川へ洪水の一部を分流する放水路を整備

•分流された洪水を受け持つ、神戸川で引堤等を実施

2,400m3/s

4,200m3/s

2,000m3/s

4,500m3/s

2,500m3/s

斐伊川放水路
斐
伊
川

神
戸
川

1,600m3/sH.P.+2.50m

H.P.+1.30m

•宍道湖の流出口となる大橋川において、掘削や拡幅等
により1,600m3/sの流下能力を確保するとともに宍道湖・
中海の湖岸堤を整備

③ 大橋川改修と宍道湖・中海の湖岸堤の整備

•洪水位を下げ、宍道湖への流入量を抑制す
る等のため尾原ダムと志津見ダムを整備

50.6百万ｍ３60.8百万ｍ３総貯水容量

洪水調節、
河川環境の保全、
工業用水、発電

洪水調節、
河川環境の保全、
水道用水

目 的

重力式コンクリート重力式コンクリート型 式

平成22年度末

85.5m

志津見ダム

平成22年度末

90.0m

尾原ダム

完成目標年次

堤 高

ダム名称

50.6百万ｍ３60.8百万ｍ３総貯水容量

洪水調節、
河川環境の保全、
工業用水、発電

洪水調節、
河川環境の保全、
水道用水

目 的

重力式コンクリート重力式コンクリート型 式

平成22年度末

85.5m

志津見ダム

平成22年度末

90.0m

尾原ダム

完成目標年次

堤 高

ダム名称

② 尾原ダム・志津見ダムの建設

3点セット（ダム・放水路・大橋川改修）による治水対策

主な洪水と治水計画

年月日 記 事

明治26年10月 台風による洪水発生【治水事業の契機となった洪水(大津流量

 

約4,800m3/(推定)】

大正11年 斐伊川直轄改修に着手(計画高水流量(大津)

 

3,600m3/s)

大正12年 内務省改修計画を立案(計画高水流量

 

3,600m3/s)

昭和18年9月 台風26号による洪水発生
(大津流量

 

約2,600 m3/s(推定)、馬木流量(神戸川)

 

約2,800m3/s(

 

推定))

昭和20年9月 枕崎台風による洪水発生

 

(大津流量

 

約2,500m3/s(推定))

昭和25年 直轄砂防事業に着手(昭和36年完了)

昭和40年7月 梅雨前線による豪雨発生(大津流量

 

約1,500m3/s)

昭和41年 斐伊川水系の一級河川指定

工事実施基本計画の策定(計画高水流量(大津)

 

3,600m3/s)

昭和47年7月 梅雨前線による洪水発生
(大津流量

 

約2,400 m3/s、馬木流量(神戸川)

 

約1,400m3/s)

昭和51年7月 工事実施基本計画の改定(斐伊川：国、神戸川：島根県)
基本高水ﾋﾟｰｸ流量

 

斐伊川：5,100 m3/s(上島)
神戸川：3,100m3/s(馬木)

計画高水流量

 

斐伊川：4,500 m3/s(上島)
神戸川：2,400m3/s(馬木)

昭和56年 斐伊川放水路事業に着手

大橋川改修事業に着手（昭和57年に中断）

昭和61年 志津見ダム建設事業に着手

平成3年 尾原ダム建設事業に着手

平成14年4月 斐伊川水系河川整備基本方針(国)、神戸川水系河川整備基本

 

方針(島根県）の策定

平成16年 社会情勢の変化により、中海土地改良事業(農水省所管)の計画

 

変更

平成16年12月 大橋川改修の具体的内容を公表

平成18年7月 梅雨前線による洪水発生
(上島流量

 

約2,400 m3/s、馬木流量(神戸川)

 

約1,600m3/s)

平成18年8月 斐伊川放水路事業の進捗により、二級河川神戸川を一級河川

 

斐伊川に編入

平成21年3月 中海土地改良事業の計画変更、神戸川の編入をうけ、河川整備

 

基本方針を変更
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宍道湖・中海の概要 第３回斐伊川河川整備懇談会

宍道湖・中海の諸元

・宍道湖・中海は、全国でも最大級の水鳥の飛来地で、ガン・カモ類を中心に約10万羽が生息する他、ヤマトシジミや

シンジコハゼをはじめとした魚介類が生息するなど、豊かな生態系が形成されている。
・豊かな生態系が残る湿地を保全し、賢明な利用を推進する目的を達成するため、宍道湖・中海は平成17年11月、

ラムサール条約に登録された（第9回ラムサール条約締結国会議（アフリカ/ウガンダ））。

約3,000羽 約1,000羽
約20,000羽 約20,000羽

キンクロハジロ ホシハジロ

宍道湖・中海の地形的特徴

宍道湖・中海では、富栄養化により、

 

植物プランクトンの異常増殖（赤潮、

 

アオコ）が発生。また、底泥の汚濁物

 

の分解のため、水中の酸素が消費さ

 

れ、貧酸素水塊が生じ、それが強風

 

により、浅瀬へ移動することで、魚介

 

類の大量死が発生することがある。

宍道湖・中海の水質
■ＣＯＤ年75%値
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S54 S56 S58 S60 S62 H1 H3 H5 H7 H9 H11 H13 H15 H17 H19

(mg/L）

宍道湖湖心 中海湖心 米子湾中央部

■総窒素年平均値
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■塩分濃度
の状況

◇世界でもまれな連結汽水湖

・宍道湖・中海は大橋川を挟んだ連結汽水湖
・境水道から入ってきた濃い塩水は、中海の塩水と混ざりながら、比重差により湖底

に進入して塩分成層を形成
・宍道湖・中海の塩分濃度はそれぞれ海水の約1/2，約1/10

■水質の経年変化

赤潮

アオコ

宍道湖・中海の魚介類

 

－特徴ある汽水環境が育む多様な魚介類-

主に中海に生息主に宍道湖に生息

4

◇水はけの悪さと湖岸域に広がる低地

・宍道湖・中海は、日本海との水位差が数cm～数10cmと小さく、宍道湖と中海を

つなぐ大橋川は川幅が狭い。
・このため、宍道湖では特に、洪水時の水はけが悪く、また、周辺の松江市街地や

出雲平野は低地に立地していることから、洪水被害が出やすい地形状況

◇広くて浅い湖沼

・宍道湖は広大な湖面積を有しながら水深は非常に浅く、湖底地形もなだらか。
・中海も広く浅い湖で、大橋川から弓ヶ浜半島にかけて穏やかに深くなる。

宍道湖・中海のラムサール条約登録

汽水性

淡水魚

宍道湖・中海は塩分濃度が異なる連結汽水湖であり、多様な魚類相が形成
＊宍道湖・・・フナ、コイなどの淡水魚、シンジコハゼ、シラウオなどの汽水性の魚が多い傾向
＊中海・・・コノシロ、スズキなどの海水魚が多い傾向

☆

 

特にヤマトシジミは日本全体の漁獲量の約4割を占めるなど宍道湖の代表的な漁業資源で、その漁獲量の多さは湖の塩分濃度が

ヤマトシジミの生育環境に適しているためと言われている。
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※斐伊川は宍道湖流入点を起点として作図

斐伊川

神戸川

下流部

1/1500
～1/860

中流部

1/1100

上流部

1/700
～1/160

宍道湖

大橋川
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環境基準
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最大 平均

宍道湖 79.1 7 3 6.0 4.5 1/10
中海 86.2 5 2 8.4 5.4 1/2
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とした場合の
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宍道湖

斐伊川
破堤箇所

浸水範囲

宍道湖西岸及び斐伊川本川河口の現状 第３回斐伊川河川整備懇談会

出雲空港の浸水状況
(10日間全面閉鎖）
（210日間夜間閉鎖)

宍道湖西岸の出水について

洪水被害状況

家屋全半壊 114戸

床下浸水 17,164戸

床上浸水 7,789戸

宍道湖

斐伊川

破堤箇所

浸水範囲

斐伊川本川河口の現状について

3K100（右岸）
出雲市島村町

平成２０年５月撮影

・斐伊川河口部では、流れが緩やかになり土砂が堆積傾向

 

にあり、流下能力が低下していることから、毎年約4万m3の

 

維持掘削を実施

斐伊川本川下流
（出雲市・斐川町）

斐伊川

出雲平野（斐川町）

斐川町今在家
（7K500付近（右岸））

月の輪工による漏水対策

・戦後最大規模の洪水
・宍道湖西岸では1箇所破堤し、出雲空港が浸水し10日間閉鎖
・下流部松江市においても一週間にわたって浸水し、甚大な被

 

害が発生

昭和47年7月洪水

・斐伊川本川で既往最高水位を更新し、灘分水位観測所の水位が、計画

 

高水位を約67cm上回り、堤防越水寸前の出水を経験
・宍道湖は水位観測開始以降2番目の水位を記録
・宍道湖西岸では堤防整備が進んでいたため、浸水が大幅に減少
・大橋川沿いの松江市において2日間わたって浸水し、甚大な被害が発生
・斐伊川の堤防は主に砂質分であるため堤防や基盤から漏水が多数発生

・流域平均総雨量

 

538mm
・流域平均2日雨量 356mm

平成18年7月洪水

・流域平均総雨量

 

378mm
・流域平均2日雨量 273mm

洪水被害状況

家屋全半壊 12戸

床下浸水 1,211戸

床上浸水 249戸

斐伊川河口部維持掘削状況

斐上橋

木次観測所

新伊萱観測所

上島観測所

大津観測所

灘分観測所

山田橋

分流堰

西代橋

給下床止

木次床止

下熊谷床止

里熊橋

三刀屋橋
久野川

瑞穂大橋島村橋

灘橋

伊萱床止

三代橋

森坂橋

ＪＲ橋

神立橋
北神立橋

井上橋
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計画高水位

S41 平均河床高

S50 平均河床高

H01 平均河床高

H11 平均河床高

H18 平均河床高

灘橋

斐伊川河口部の状況

1K000～2K000付近

河口部の維持掘削

堆積傾向

堤防強化対策

・斐伊川の堤防は主に砂質分であるため平成18年7月洪水時にお

 

いても堤防や基盤から漏水が多数発生
・堤防の浸透に対する安全性の調査結果に基づき、対策が必要

 

な箇所の対策を順次実施

《対策工法事例》

矢板設置状況ドレーン工施工状況 遮水シート設置状況

《斐伊川右岸7k800付近施工事例(斐川町今在家)》
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宍道湖西岸なぎさ公園 第３回斐伊川河川整備懇談会

【堤防整備】
宍道湖西岸では、地震による災害復旧工事として堤防整

 

備（嵩上げ及び拡幅）が行われ、平成15年度に完了。

宍道湖西岸の植生湖岸整備状況

ヨシ帯はシジミやヨコエビの住処として
良好な環境になっている。

【ヨシ再生プロジェクトと宍道湖環境学習】
ヨシ原の再生は生態系の多様性を高め、水質を含め湖の環境が

改善されることを期待している。
整備した湖岸では、NPOを中心に住民が参加した「ヨシの再生

プロジェクト」が始まり、地域の人々と一体となって宍道湖のヨシ再

 

生に取り組んでいる。
また、生き物に身近に接することができるため、環境学習の場

として、多くの子供たちに利用されている。

湖岸堤整備に合わせ、地域と一体となり実施された環境整備事業（宍道湖西岸なぎさ公園）

国土交通省整備

旧平田市整備

斐川町整備

護岸整備前
護岸整備後
（緩傾斜堤防）

平成12年の鳥取県西部地震

 

で被災した堤防の災害復旧に

 

あわせ、水辺に近づきやすい

 

緩傾斜の堤防や、水質や生物

 

の生育環境に資するヨシ帯等

 

を整備。

緩傾斜堤防・ヨシ帯の整備に

 

伴い必要となった用地について

 

は、旧平田市、斐川町が無償

 

で提供。
駐車場、トイレ等の整備、公

 

園の管理についてもそれぞれ

 

の自治体で対応。

■ヨシ帯の効果 ■環境学習等実施状況

国交省と旧平田市、斐川町
との用地境界

国交省と旧平田市,斐川町

との管理協定範囲
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宍道湖周辺の浸水実績と湖岸堤の整備状況 第３回斐伊川河川整備懇談会

【宍道湖の湖岸堤の現状】
湖岸堤が未整備のため、浸水被害が発生している箇所が存

 
在している。

：S47浸水箇所
：H18浸水箇所

：完成堤（H.P.+3.50m）以上
：HWL（H.P.+2.50m）以上
：未施工
：不必要区間ラインなし

津の森浄水場 道の駅秋鹿なぎさ公園

玉造温泉

H18．7出水 H18．7出水

平田

H18．7出水

出雲空港の浸水状況
(10日間前面閉鎖，210日間夜間閉鎖)

出雲空港 S47．7出水

H18．7出水

斐伊川河口

H18．7出水

来待

H18．7出水

出雲平野（斐川町）

S47．7出水

松江駅東側交差点

松江駅 S47．7出水

佐陀川

H18．7出水

佐陀川
松江市東本町

H18．7出水

松江市朝日町

H18．7出水

7
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親水護岸整備・堀川浄化事業（宍道湖東岸における事例）

宍道湖東岸の整備事例

＜岸公園（袖師親水護岸）＞
島根県立美術館の整備（島根県）と共に、親水護岸整備（国交省）を実

 

施しているが、親水護岸整備を行う際に、松江市の用地を河川区域とし

 

て整備した。
また、整備箇所の日常管理（芝,植栽,清掃）は松江市が公園管理者とし

 

て実施している。

地域との連携により進めた親水護岸整備

末次ポンプ
（堀川浄化事業）

松江市との
用地境界

河川管理用道路
（現在の河川区域）

＜白潟公園＞
白潟公園箇所については、道路整備を島根県が、護岸整備を国交省が、公園整備を松江市

 

が実施している。
親水護岸整備を行う際に、松江市の用地を河川区域として整備した。
また、整備箇所の日常管理（芝,植栽,清掃）は松江市が公園管理者として実施している。

現在の
河川区域

松江市との
用地境界

松江堀川の水質
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松江堀川の浄化事業

昭和30年代に都市排水が増加し、水質が急速に悪化。夏には底泥からメタンガスや

 

硫化水素が発生し、魚が斃死することもあった。
宍道湖からの浄化用水導入事業等により水質が改善され、堀川遊覧船は「水の都市

 

松江」の観光の目玉になっている。

一部は農閑期のみ導水

通年導水

堀川遊覧

観光客数の推移

0

1000

2000

3000

4000

5000

6000

H5 H6 H7 H8 H9
H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18

松
江
市
全
体

（
千
人

） 0

100

200

300

400

500

600
堀
川
遊
覧
船

（
千
人

）

松江市全体

堀川遊覧船

平成１９年4月８日撮影

平成１７年５月２日撮影

平成１７年５月４日撮影

第３回斐伊川河川整備懇談会
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昭和50年頃
水質汚濁が深刻な松江堀川



大橋川の治水上の特徴と課題

大橋川の特徴と課題

平成18年7月洪水
松江市内(東本町)の浸水状況

大橋川は断面が小さい上に勾配が非常に緩いため、宍道湖の水はけが悪くなっている。そのため、一度洪水が起きると、

 

宍道湖の水位が上昇しやすく、かつ、なかなか下がらず、水位の高い状態が長時間におよぶ。
また、松江市街地は地盤が低い位置に形成され、大橋川沿川は洪水時の水位（計画高水位）より地盤の低いところが広範

 

囲に広がっている。それにも関わらず、堤防もないため、洪水に対して無防備となっている

平成18年7月洪水
松江市内(新大橋上流)の浸水状況

第３回斐伊川河川整備懇談会

昭和47年7月洪水
松江市内(大輪町)の浸水状況

松江の中心市街地は、尾原ダム，志津見ダム、斐伊川放水路が完成

 

しても、昭和47年7月洪水が再び発生した場合には、松江市街地が浸

 

水することが想定される。

S47､H18出水による浸水区域

松江市街地の地盤高
尾原ダム，志津見ダム，放水路が完成した後に、昭和47年7月洪水が

再び発生した場合に浸水が想定される範囲

昭和47年7月洪水
松江市内(駅前通り)の浸水状況

昭和47年7月洪水
島根県庁前の浸水状況
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国
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川

大橋川

京
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川
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川

北
堀
川

大橋川の計画高水位A － A’
国
道
９
号

天
神
川

大橋川

京
橋
川

北
田
川

北
堀
川

大橋川の計画高水位A － A’

A

A’

天神川

浸水家屋数 浸水日数
S47出水 約20,000戸 1週間以上にわたり浸水
H18出水 約1，400戸 2日間にわたり浸水

【松江市における浸水家屋数】



大橋川の河道計画 第３回斐伊川河川整備懇談会
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中海周辺の浸水実績と湖岸堤の整備状況 第３回斐伊川河川整備懇談会

【中海の湖岸堤の現状】
既往最高水位を記録した平成15年９月の高

 
潮をはじめ、高潮・波浪による浸水被害が発

 
生している箇所が存在。

中海の主な浸水（高潮）被害

H16.8(台風15号)

H15.9(台風14号)

H16.8(台風15号)

11

H15.9(台風14号)

H16.9(台風18号)

越水による浸水被害が生じた箇所

中海においては、台風の最接近時では
なく、その後台風が北緯４０度付近に達し
た頃、最接近から約１２～１８時間遅れて
潮位が最も高くなる。

高潮
生起年月

中海湖心
ピーク水位
（H.P.+m)

生起理由

H14.9 0.92 台風15号（高潮）

H15.9 1.08 台風14号（高潮）

H16.8 1.05 台風15号（高潮）

H16.9 0.95 台風１8号（高潮）

県道整備事業（島根県）等により整備中

【H15.9 台風14号の経路と境港潮位】



国営中海土地改良事業の計画変更と本庄箇所の湖岸堤整備

・本庄箇所は中海干拓事業（本庄工区）中止に

 

伴い、新たに湖岸堤整備が必要となった箇所

・湖岸堤未改修箇所の背後地に人家が密集。波

 

浪や高潮の被害を度々受けていることから、

 

湖岸堤の整備を推進。

・平成17年度より工事着手

００
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▽+1.00

1:2.0

1：
1.
8

▽+1.00

▽+0.20
一次盛土

基礎砕石

RNO.17+12.295
FH=1.246

1:1.5
▽+0.716

1:2.0

8.00 3.00 2.50

4.00

0.50 7.00 0.50
0.50 9.00

2.50 0.50 2.75 2.75 0.50

10.0％

(100kg/個以上)

捨 石

2.00

1:
1.
5

13.37

▽H.W.L1.44
1:2

.0

道路法線

堤防法線

道路 河川区域

測点 No.3+25

標準断面図

▽+3.50

▽+2.50

本庄箇所

未改修の湖岸堤の
背後に人家が密集

H14.9.1高潮による浸水状況

工事進捗状況

H17以前 H21.4

淡水化の中止

：汽水域
：干拓地(完成)
：存置堤防

：汽水域
：干拓地(完成)
：存置堤防

宍道湖

斐伊川

中海
大橋川

境水道

本庄工区の干陸中止 森山堤防の開削 中浦水門の撤去

国営中海土地改良事業の計画変更

西部承水路堤
（H21年度中に

撤去予定）

高潮浸水箇所
本庄工区

 

湖岸堤整備

■中浦水門
中海の淡水化の中止に伴い水門としての役割がなく

 

なったこと、道路橋としても平成16年秋に下流に江島大

 

橋が開通したことから、撤去工事を実施。

撤去工事前の中浦水門

弓浜半島

江島

中浦水門撤去後の状況(H21.4)

江島大橋

江島
弓浜半島

中浦水門（撤去済）

森山堤の開削状況(H21.4)

■森山堤
干陸化が中止された本庄工

 

区の堤防として整備された森

 

山堤は、水面幅で60mを開削

 

し、開削部への橋梁設置が

 

H17.11に決定。H20.9に橋梁

 

の供用が開始され、H21.5に

 

堤防部の開削が完了。

森山橋（延長約71m）
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第３回斐伊川河川整備懇談会

・昭和50～60年代に、環境問題への関心が高まる中、淡水化に

 

よる水質悪化を懸念する声や米の生産調整を行う中で干拓に

 

より農地を造成することに対する疑問の声が高まる
・平成12年9月に本庄工区の干陸中止を決定、平成14年12月に

 

宍道湖・中海の淡水化の中止を決定し、これらを踏まえた変更

 

計画が平成17年1月に確定

境
水
道



渡，崎津地区の現状について

境港市

渡地区高潮被害発生箇所
（無堤地区）の解消

米子市
①現況は人家密集地区の前面の護岸高がＨＷＬ未満

 
②高潮による被害が発生

崎津地区高潮被害発生箇所
（無堤地区）の解消

①現況は人家及び畑地の前面の護岸高がＨＷＬ未満
②高潮による被害が発生

平常時 高潮時

渡地区の地盤高

崎津地区の地盤高

渡地区の浸水実績

崎津地区の浸水実績

浸水被害状況
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高潮
生起年月

中海湖心
ピーク水位
（H.P.+m)

生起理由

H14.9 0.92 台風15号（高潮）

H15.9 1.08 台風14号（高潮）

H16.8 1.05 台風15号（高潮）

高潮
生起年月

中海湖心
ピーク水位
（H.P.+m)

生起理由

H14.9 0.92 台風15号（高潮）

H15.9 1.08 台風14号（高潮）

H16.8 1.05 台風15号（高潮）



大崎地区

 

浅場造成・覆砂

-9-

中海の水環境改善に向け、流入負荷対策として下水道整備等により中海に流入する汚濁源を減らすとともに、
湖内対策として、沿岸域における生物の豊かな浅場を造成することで、中海の浄化機能の回復を図っている。

【浅場造成の概要】

覆砂

スロープベース
浅場

覆砂によって、周辺の波浪条件を緩和し、
底質の巻き上げを抑制
→

 

透明度の向上、栄養塩の溶出抑制

スロープベースの整備により、
浅場の砂の流出を防ぐ

浅場の整備により、水生植物が繁茂し、
鳥類・魚介類が増加
→

 

植物の浄化効果、魚介類の浄化効果の発現

かつての中海は透明度が高く、海藻草類は水深３ｍ程度まで生育していた。
アマモなどの海藻草類は、中海全域に生育し、これらの藻場は魚介類の産卵場や
住み場であり、魚介類が豊富であった。
また、海藻草類は化学肥料が普及するまで農業用肥料藻取りが行われており、漁業、
農業を支え、快適に泳げた美しい湖であった。

中海での藻採り（ｓ16頃） 出山水泳場（ｓ25頃）

かつては沿岸に浅場の広がっていた中海も、干拓・埋め立てにより、生物の豊かな
浅場が減少し、中海の浄化機能が低下。 浅場造成

覆砂

浅場事業箇所

大崎地区

 

浅場造成・覆砂

中海においては、これまで４箇所において浅場造成
事業を実施。

かつての中海

 

－豊かで、美しい中海－

中海の変遷

 

－干拓・埋め立てによる浅場の減少－

中海の水環境改善に向けて

 

－浅場の整備による中海の浄化機能の改善－
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